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■はじめに

wncomrは光学式マークカードリーダー(以下 OMR)から出力されたデータを採点するため

のソフトウェアです。単体では動作させることはできませんので、別途 OMR装置と OMRか

ら読み込んだカードをデータ化するソフトウェアが必要です。Scantron(*1)製の OpScan6

(*1)と ScanTools Plus(*1)の組み合わせでデータ化しています。データ化されているも

のが一行一人の固定長データであれば OCR出力データも可能だと思われます(実機が無い

ため未確認 )。 ScanTools(*1)の旧バージョンで設定する方法は別の解説書をご覧くださ

い。

本書は、 wncomrをご使用になる方のために一通りの流れ及び手順を理解していただけ

るよう作成しています。しかしながら、専門的な用語を使用する場合がありますが意味

の分からないところはそのままにして次に進んでください。最後までお読みいただけれ

ば採点処理はできるようになると思います。ご不明な点がある場合はコンピュータに詳

しい人に教えてもらうのも上達への近道かもしれません。

機能が一部変更になったので５年ぶりに改訂しました(2011/6/30)。

画面の一部にWindows XP(*1)や 2000Proおよび 7で実行しているものを使用しています。

説明に使用しているバージョンは1.00.00で Windows Vista(*1)および 7(32bit)に対応

しています。

※95系や 2000Pro、 NT4.0等は OSのサポートが終了しているのでできるだけVista以降の

OSを使用することをおすすめします。wncomrは 98以降のwindowsで動作するように設計し

ていますが実機テストは2000Proと Vistaおよび7(32bit)でのみ行っています。

*1 登録商標または商標です
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■序章 内部設定

内部設定とは？

wncomrは各学校固有のOMR出力順にあわせることができます。新規にwncomrを使用する

場合は内部設定の項目において変更する必要があります。そうしないと全く意図をしな

い動きをしたり出力データが異常なものになってしまいます。

各シートごとに並び方が違う場合などに対応するためにwncomrは TPLというテンプレー

トファイル（内部設定の内容を書いてあるファイル）を読み込む機能がありますのでそ

ちらを利用する方が簡単に設定できます。本書の第六章にTPLを作成するためのソフトウ

ェア使用法を記しますのでそちらを参照してください。

これから先の章は適切に内部設定を行っていると想定します。
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■第一章 テストの模範解答の作成

模 範 解 答 の定 義 方法 を説 明し ます 。 wncomr起 動後 画面 の 「解 答の 操作 」

ボ タ ン を 押 す と 、 各 問 に 対 す る 答 え を 設 定 でき ま す 。 マウ ス を お持 ち の 方

は マ ウ ス カ ー ソ ル （ 矢 印 ） を 解 答 操 作 ボ タ ンの 上 ま で 移動 さ せ 左ク リ ッ ク

して く だ さ い。 キ ー ボ ード か ら 操 作す る 場 合は TABキー （ キー ボー ドの 種

類により TABと書いていない場合があります）を数回押すと下図のようにな

ります。この状態で スペースキーを押してください（Enterキーでも可）。

←解答の操作ボタンを選択中の状態（ボタンの内側に点線が入る）

「解答の操作」ボタンを押すと画面に以下のような項目設定を表示します。

画面にこのフォームが表示していることを確認してください。
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各問に対する解答

問は100問まで定義することができます。使用できる文字は半角文字で

0123456789

abcdefghijklmnopqrstuvwxyz

ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ

+-*/

_

ｱｲｳｴｵｶｷｸｹｺｻｼｽｾｿﾀﾁﾂﾃﾄﾅﾆﾇﾈﾉﾊﾋﾌﾍﾎﾏﾐﾑﾒﾓﾔﾕﾖﾗﾘﾙﾚﾛﾜｦﾝ

ｧｨｩｪｫｬｭｮｯｰ

などが使用できます。しかしながらOMRから出力確認できている文字は英数字のみでカ

タカナについては確認がとれていません。

空白文字は混乱を招くおそれがあるので使用しない方が無難です。

また、英文字の大文字小文字は区別しますので注意してください。

例えば、今回採点するテストが10問しかない場合は問11から問100までどうすればよい

かというとそこにはダミーの文字を入れます。初期状態では _ が入っていますが気にな

る場合は違う文字に変えてください。配点で問 11から問 100までを 0点にしておけば関係

なくなりますので気にする必要はありません。

ここでは仮に問１から問１０までで、 1234512345と正答がなっているとして入力してみ

ます。

現在画面では問１を選 択していると思いますのでここでキーボードの 1

を押してみてください。

←変更前

←変更後

もし左のような入力ができない場合は漢字入力(Alt+半角全角 or Ctrl+XF

ER)になっているか、かな入力になっていることが考えられます。必ず英数半角入力にし

てから入力してください。次の問に進めるためにキーボードの TAB キーを押してくださ

い（キーボードの種類によっては TABと書いていない場合があります）。

※次ページに続く
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←問１入力後 TABキーを押した状態（問２を選択している状態）

TAB キ ー を押 す と左 の よう に次 の問 に進 む こと がで きま す。 で は、 反対 に前

の問に戻る場合はどうすればよいのでしょうか？それは、Shiftキーを押しながら TABキ

ーを押せばよいのです。そうすると前の問に戻ります。

では、問１から問１０までを1234512345の順に入力してみます。

問１はもう入力できていると思いますので問２を入力します。問１

から TAB キーを押すと問２に移りますので問２が選択している状態

にしてください。次にキーボードから 2 を入力します。入力したら

TABキーを押します。このように繰り返して問１０まで入力してく

ださい。

←問１から問１０まで入力が完了した状態

（問１０入力後 TABキーを押した状態）

この模範解答にちょっとした説明を付けることができます。画面

上方の「現在操作している解答のコメント」の下にある文字が入力

できる枠がありますのでそこに入力してください。ここに入力したコメントは採点処理

後の出力データにもつけられますのでわかりやすい説明をつけてください。

初 期 状 態 で は コ メ ン ト は 解 答 番 号に あ わ せ たコ

メントになっています。

（左の図は初めて起動した場合）

マウスをお持ちの方はマウスポインター（矢印）をナンバー1 解答集の文字上に移動さ

せ左クリックしてください。そうすると文字の変更ができるようになります。ここでは

コメント名を sample1 と入力してみます。

（英数字または漢字を入力することができます）

キ ーボー ドから操作する場合は TABキー を何 回も押すと左の図のよ

う になりますのでこの状態から sample1と入力してみてください。

← sample1と入力した場合の図

解答入力が終わったら次は各問に対する点数を決めます。
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解答入力の画面下方に「点数設定に進む >>」ボタンがあり

ま す の で マ ウ ス を お 持 ち の 方 は こ の ボ タ ン の 上 で 左 ク リ ッ

ク し て く だ さ い 。 キ ー ボ ー ド か ら 操 作 す る に は 先 ほ ど の コ

メ ン ト入 力 と 同じ よ う に TABキ ー を 何 回も 押 す と に な り ま すの

でこの状態で スペースキーを押してください（enterキーでも可）。

上記の図は各問に対する配点を設定するためのフォームを表示している状態です。
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各問に対する得点

正解設定で入力が終わったらその画面の「点数設定に進む >> 」を押して

ください。押すと画面に配点設定を表示します。

問１から入力するために左図のように問１を選択している状態にしてくださ

い。もしなっていなければ TABキーを何回も押すと問１を選択している状態になります。

ここでは問１から問１０までを各２点とします。正答を設定したときと同じように英数

半角で 2 を入力します。問１の入力が完了したら TABキーを押します。このようにして

問１０まで入力してください。

←問１０まで入力した後 TABキーを押した状態

（問１１を選択している状態）

配 点 は す べ て 半 角 文 字 で 0～ 9 ま で が 入 力 で き ま す 。 そ の 他 の 文 字

を入力するとそこの部分は配点設定画面を閉じた後 0 点に書き換えま

す。

配 点 が 完 了 し た ら 画 面 右 上 の 合 計 点 数 を み て く だ さ い 。 こ こ に 配 点

で 決 め た 点 数 の 合 計 点 を 表 示 し ま す 。 問 １ か ら 問 １ ０ ま で を ２ 点 に し

た場合合計点数は 20点になります（問 11から問 100までは 0 点になっ

ている場合です）。

これで問１から問１０までの設定が完了しました。

マウスをお持ちの方は「解答定義を有効にして閉じる」ボタンを押してください。そう

すれば解答として登録が完了します。キーボードから選択する

場合は TABキーを何回も押すと

右図のようになります ので この状態で スペースキーを押して

ください（Enterキーでも可）



9

↓正答と配点を問１から問 10まで入力し、コメントを sample1とした状態

配点設定フォームで「解答定義を有効にして閉じる」ボタンを

マ ウ ス で 左 ク リ ッ ク す る と 上 記 の 画 面 に な っ て い る と 思 い ま

す。ならなかった人はもう一度はじめからやり直してみてください。

以上が正答の設定と各問の配点設定です。
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■第二章 ファイルの指定

ここまでで、一応模範解答及び配点が決まっていると想定して進めます。

採点処理を行うには解答定義のほかにOMRから出力したデータが必要です。また、採点

処理後のデータを保存するファイルも必要になります。ここではファイルの指定につい

て説明します。

現在このような状態になっていると思います。

（解答の操作ボタンなどがあるフォームのことです）
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入力選択

まずはじめにOMR処理ソフトウェアから出力されたファイルを選択します。

「入力選択」を押してください。

※ボタンの押し方がわからない人は第１章を復習してください

押すとファイル選択になります。

20110624test.datに処理したいデータが入っているとします。この場合20110624test.da

tを選択します。ファイルを選択したら 開く ボタンを押します。

先ほど未選択だった 入力選択 ボタンの下側の枠に選択しているファイル名を表示しま

す。この場合は ドライブ C の \Program Files\Scantron\ScanTools\Data Files フォ

ルダにある 20110624test.datを示しています。

説明 : OMRから出力したﾃﾞｰﾀを指定します。wncomrは Scantron製 OpScan対応の ScanTool

sから出力ﾃﾞｰﾀが入力可能です。その他のﾒｰｶｰ製 ｿﾌﾄｳｪｱでは確認していません。ScanTool

sの場合はそれをｲﾝｽﾄｰﾙしたフォルダの中にあるData Filesに入っていると思います。そ

のﾌｧｲﾙを選択してください。
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出力指定

入力ファイルを選択したら「出力指定」ボタンを押してください。この

ボタンでは採点結果を保存するファイル名を指定します。すでに存在す

るファイルに書き込むと上書きになり追加保存ではありませんので注意してください。

この出力 (出 1)は各問一つ一つに対する点数が書き込みます。

(出 1)のファイル名に _点名限 を追加したものを(出 2)に自動で指定します。この(出 2)

には名前や番号と合計点数が入る簡略版です。従来は出力２を指定する必要がありまし

たが、v1.00.00からなくなりました。また、両方とも拡張子はcsvです。

出力指定に sample1とつけてデスクトップに保存するよう指定した場合は以下のように

なります。

これでファイルの入力選択と出力指定は完了です。
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■第三章 採点

ここでは、解答定義および入力選択・出力指定が完了していると想定して話を進めま

す。

画面上採点

入力選択のみで採点状態を画面確認できます。画面にしか出力しませ

んが、解答定義の状態などを確認できます。

このボタンを押すと以下のような画面になります。

※上図の場合は 20110624test.datの場合です。各自で用意した ﾌｧｲﾙの場合には各項目の

データは異なります。
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採点スタート

採点スタートボタンを押すと解答定義をもとに一人ずつ採点をします。

一人 ずつ とい っ ても一 秒間に 約１０ ００人採 点で きるの でわずか な時間

で完了します。

採点スタートボタンを押すと左図のような確認が現れます

ので開始する場合は「はい」を押してください。

※「いいえ」を押すと中止します

採点が完了すると左図のような採点完了確認を表示します。ここで使

用している20110624test.datには１レコード（一人）分入っています

ので処理数は１レコードになっています。

※採点中にESCキーを押すと途中で中止することができます

ここまでが採点処理です。
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■第四章 表計算ソフトウェアで読み込む

ここでは、今までの章で行ってきたことがすべて終了していると仮定して進めます。

Excelや三四郎などの表計算ソフトウェアでは CSV形式 またはテキスト形式 が読み

込めると思います。 wncomrが出力するファイルもこの形式です。表計算ソフトウェアな

どで読み込むときにこの形式を選択した後、さらに区切り文字を聞いてくる場合があり

ますが、この場合は , 区切りまたはカンマ区切りを指定してください。それで採点処理

が終わったファイルを開くことができるはずです。出力指定の (出 1)(出 2)は先に述べた

方法で読み込むことができます。(出 1)(出 2)は両方ともCSV形式のファイルです。

※ v0.00.05までは (出 2)に相当するファイルの拡張子が ascでしたが v1.00.00から仕様

を変更しました。
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■第五章 高度な解答定義

この章はより便利に使用する場合にお読みください。なお、今までの章の内容が一通

り理解できているとして話を進めます。

解答番号

模範解答は一度に９セット (wncomr.cfgに保存 )作ることができます。

解答番号を変更すればその番号のシートごとに解答を作成できます。

「＋」ボタンで次のシート番号へ、「－」ボタンで前のシート番号に変更

します。

解答集の書出

模範解答は一度に９セット作れますが、これをさらに解答集としてファ

イル名をつけて保存することができます。そうすればほぼ無制限に模範解

答を作成できます。この場合は ANS形式で出力を選択してください。その

後、書出ボタンを押すと ﾌｧｲﾙに出力することが

で き ま す 。 ま た 、 CSV形 式 で 出 力 を 選 択 し た 場

合に出力する形式は表計算ソフトウェアなどで

直接読める形式ですので確認に使用できます。

※ CSV形 式 で 出 力 し た 解 答 集 は 解 答 集 の 読 込 ボ

タンで読み込めません。

解答集の読込

「解答集の書出」（ ANS形式で出力）で出力した解答集ファイルを読み込

むことができます。読み込むとその前にあった模範解答は消滅しますので

注意してください

解答集の初期化

新規の模範解答を作成する場合に押してください。解答番号１から９番ま

での模範解答を初期化します。
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連鎖

wncomrでは連鎖が必要な解答に対応できるように設計しています。

連鎖についてはwncomr説明書をご覧ください。

（連続する問に対して AND OR が使用できます）

解答出力SW

コンバートなどで使用する場合に押します。くわしくは説明書をご覧

ください。

この書では高度な使用法について詳細を記載していません。詳しく知りたくなったら

標準で添付している wncomr説明書をご覧ください。解説していない部分や細かい機能の

説明をしています。
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■第六章 各学校固有定義の仕方

TPLエディタ

TPLエディタを使用すると内部設定の項目で読み込める TPLファイルという定義ファイ

ルを作成することができます。標準添付の WTPLEDITを使用すれば簡単に作成できます。

新規にwncomrを使用する方はまずWTPLEDITで独自の内部設定を作成してください。TPLフ

ァイルとして保存していれば、別の本体に移動する場合もTPLファイルをコピーして内部

設定で読み込めば簡単に設定できます。

WTPLEDITを起動したときの画面
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例えば、 T980421.datという OMR処理ソフトウェアから出力したファイルがあり、その中

身は以下の１レコードが入っているとします。

602000001001042198001 5313 #0001 N __3M114HAHIFUHE__HO____________M4869532

21324153B5916728X3EEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEE

※都合上２行にまたがっていますが、本来１行で存在しています。

先頭から40byteは制御コードですのでNCSヘッダは40のままにします。

※バージョンにより 42バイトの時もありますが、OMR処理ソフトウェアの設

定を40バイトにしてください。

こ れ は 、 各 学 校 ご と に 異 な

る と 思 い ま す の で 変 更 が 必

要です。

学年は黄緑色で42と水色で１となっていますが、これは黄緑色は先頭からの位置を示し、

水色はそこからの大きさをあらわしています。 T980421.datの行先頭から 42番目は 3 が

入っていると思います。次に科・組・番号・氏名・性別をみてみます。

それぞれ、 M 1 14 HAHIFUHE__HO____________ M ということになります。

問の位置・数は行先頭から72番目から問１がはじまることを意味し、60

は問題数をあらわしています。

変更が終了したら作成者と会社名および説明をいれてください。

例えばこんな風に →

完 成 し たら 、「 保 存 」 ボ タ

ン を 押 し て 名 前 を 付 け て

保存し、「終了」ボタンを押してください。これであなたの学校固有の

TPLが作成できました。

※保存せずに終了すると設定した状態が消えてしまいます。
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TPLファイルが完成しましたが、これではまだwncomrに反映することはできません。wnco

mrを起動して先ほど完成したTPLファイルを読み込ませます。

TPLファ イルを読み込ませるところは 、内部設定にありま

す。「内部設定」ボタンを押してください。

「TPL読込」ボタンを押してください。そうするとファイルを選択する

画面になりますので先ほど保存したTPLファイルを選択します。

読込 が完 了す ると 作成者 ・会社 名・説 明が組 み込ま

れ ま す 。 こ れ で TP Lフ ァ イ ル を 組 み 込 む こ と が で き

ま し た 。「 上 記 で 設 定 す る 」 ボ タ ン を 押 す と 完 了 で

す。
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■最終章 その他の利用法

単純なコンバータとして

wncomrには予備という項目があり、予備は１から８まであります。これを利用するこ

とにより単純な変換ソフトウェアとして使用することができます。TPLエディタでその使

用の有無を指定できるのでTPLファイルとして作成しておけば、解答処理以外に簡単に対

応することができます。

TPLエディタでの予備設定

予備を使用する場合は にチェックを入れて このような状態にしてくださ

い。
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■おしまいに

今回制作するに当たって、OMRが最新のものに変更されたのでwncomrも気になるところ

を改造することにしました。また、 Windows 7(32bit)に接続することになったのでコン

パイラも従来のC++Builderから TurboC++2006Expに変更しました。この説明書もそれに併

せて変更しています。

採点処理 wncomr初級

平成24年 1月 23日

(C)2012 wnc / t.w.

本書の製作は2011年です。

本書に不備ならびに誤植がある場合があります。


